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令和７年６月定例会会議録 

 

 令和７年豊郷町議会６月定例会は、令和７年６月５日豊郷町役場内に招集された。 

 

 １、当日の出席議員は次のとおり 

             １ 番    長谷川 貴 康 

             ２ 番    西 山 一 男 

             ３ 番    井 上 喜美子 

             ４ 番    本 田 淸 春 

             ６ 番    中 島 政 幸 

             ７ 番    村 岸 善 一 

             ８ 番    前 田 広 幸 

             ９ 番    西 澤 博 一 

            １０ 番    鈴 木 勉 市 

            １２ 番    今 村 恵美子 

 

 ２、当日の欠席議員は次のとおり 

             ５ 番    䭜 本   勇 

            １１ 番    河 合   勇 

 

 ３、地方自治法第１２１条の規定に基づき提案理由の説明のために出席を求めたる者は

次のとおり 

        町 長    伊 藤 定 勉 

        教 育 長    堤   清 司 

        総務課長兼企画振興課長    清 水 純一郎 

        税 務 課 長    山 田 篤 史 

        保 健 福 祉 課 長    辰 見 栄 子 

        医 療 保 険 課 長    小 西 直 美 

        住 民 生 活 課 長    森   ちあき 

        会 計 管 理 者     馬 場 貞 子 

        人 権 政 策 課 長    西 山 逸 範 

        地 域 整 備 課 長    山 田 裕 樹 

        産 業 振 興 課 長    岡 村 浩 孝 

        上 下 水 道 課 長    中 山 圭 史 
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        教 育 次 長    西 山 喜代史 

 

 ４、当日の会議に職務のため出席した者は次のとおり 

        議 会 事 務 局 長    森 本 智 宏 

        書 記    加 藤 咲希子 

 

 ５、提案された議案は次のとおり 

    議第２４号  専決処分につき承認を求めることについて 

           （豊郷町税条例の一部を改正する条例） 

    議第２５号  専決処分につき承認を求めることについて 

           （豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

    議第２６号  専決処分につき承認を求めることについて 

           （令和６年度豊郷町一般会計補正予算（第１０号）） 

    議第２７号  令和６年度豊郷町一般会計繰越明許費繰越計算書について 

    議第２８号  令和６年度豊郷町水道事業会計繰越計算書について 

    議第２９号  人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

    議第３０号  人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

    議第３１号  契約の締結につき議決を求めることについて 

           （職員用情報系パソコン購入業務） 

    議第３２号  契約の締結につき議決を求めることについて 

           （豊郷町立小中学校学習者用コンピュータ購入業務） 

    議第３３号  契約の変更につき議決を求めることについて 

           （旧八号線２（歌詰橋）護岸護床整備工事） 

    議第３４号  豊郷町水道事業給水条例の一部を改正する条例案 

    議第３５号  豊郷町下水道条例の一部を改正する条例案 

    議第３６号  令和７年度豊郷町一般会計補正予算（第１号） 

    議第３７号  令和７年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

    議第３８号  令和７年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

    議第３９号  令和７年度豊郷町水道事業会計補正予算（第１号） 

    議第４０号  令和７年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第１号） 

    発議第５号  豊郷町議会委員会条例の一部を改正する条例案 
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村岸議長  少し時間が早いですが、これより令和７年６月第２回豊郷町議会定例会を開

会いたします。 

 ただいまの出席議員は１０名で、会議開会定足数に達しております。よって、

第２回定例会は成立いたしました。 

 本日の会議を開きます。 

 （午前８時５９分） 

 最初に留意事項をご説明いたします。会議規則に基づき、規則を遵守願います。

お手元の携帯電話等の電源をお切りになるか、あるいはマナーモードに切り替

えていただきますようよろしくお願いいたします。また、会議中はみだりに発言

し、騒ぎ、その他議事の妨害となる言動は慎んでくださるようお願いいたします。

なお、採決の際は、みだりに離席をしないようお願いいたします。会議規則の規

定を尊重し、円滑なる議会の運営にご協力のほどお願いいたします。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、８番、前田広幸君、９

番、西澤博一君を指名いたします。 

 日程第２、会期決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は本日から６月２０日までの１６日間といたしたいと思い

ます。 

 これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

村岸議長  異議なしと認めます。よって、会期は本日から２０日までの１６日間と決しま

した。 

 日程第３、諸般の報告を行います。監査委員から地方自治法第２３５条の２

第３項の規定により、令和７年１月から３月分の現金出納検査結果ならびに定

期監査報告が議会に提出されていますから、ご了承願います。 

 次に、地方自治法第１２１条の第１項の規定により、本定例会の説明員として、

お手元に配付の文書のとおりあらかじめ出席を求めておきましたので、ご了承

願います。 

 次に、議長公務報告を行います。議長公務としての報告事項を提出しています。

お手元に配付しているとおりですので、ご了承願います。 

 続いて、委員会報告を行います。本田議会広報常任委員会委員長、報告を願い

ます。 

本田議会広報 
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常任委員長  議長。 

村岸議長  委員長。 

本田議会広報 

常任委員長  皆さん、おはようございます。議会広報常任委員会より報告させていただきま

す。 

 議会広報常任委員会は、広報誌とよさと議会９６号を令和７年５月２３日に

発行いたしました。内容としましては、令和７年度３月定例議会を編集したもの

です。委員会として、３月２５日、４月９日、５月８日、５月１３日の４日間開

催し、編集作業を行いました。発行へのご協力を頂いた関係者の皆様、ご協力あ

りがとうございました。 

 以上、報告といたします。 

村岸議長  ご苦労さまでした。これで諸般の報告を終わります。 

 日程第４、議第２４号専決処分につき承認を求めることについて（豊郷町税条

例の一部を改正する条例）から日程第６、議第２６号専決処分につき承認を求め

ることについて（令和６年度豊郷町一般会計補正予算（第１０号））までを一括

議題といたします。 

 町長、提案理由の説明を求めます。 

伊藤町長  はい、議長。 

村岸議長  町長。 

伊藤町長  皆さん、おはようございます。本日、令和７年第２回豊郷町議会定例会を招集

いたしましたところ、議員の皆さん方には公私何かとご多用の中ご参集を賜り、

心より厚く御礼申し上げます。また、皆さん方には平素より、本町の行政運営に

対しまして格別のご高配を賜っておりますこと、重ねて厚く御礼申し上げます。 

 さて、本議会には、承認案件３件、契約議決３件、条例改正２件、同意２件、

報告２件、令和７年度豊郷町一般会計、各特別会計及び各事業会計の補正予算５

件の計１７件の議案を提案させていただいております。どうぞご審議賜ります

ようお願い申し上げます。 

 それでは、議第２４号から議第２６号までの専決処分につき承認を求めるこ

とについて、一括してご説明申し上げます。 

 まず、議第２４号は豊郷町税条例の一部を改正する条例で、今回の改正は、令

和７年３月３１日に公布されました地方税法等の一部を改正する法律が原則と

して４月１日から施行されることに伴い、豊郷町税条例の一部を改正したもの

であります。主な改正内容といたしましては、個人住民税の特定親族特別控除の

創設に伴う改正、及び軽自動車税の種別割の区分の見直しに伴う改正などでご
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ざいます。 

 次に、議第２５号は豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例です。今

回の改正は、令和７年３月３１日に公布されました地方税法等の一部を改正す

る法律が４月１日から施行されることに伴い、豊郷町国民健康保険税条例の一

部を改正したものであります。主な改正内容といたしましては、第２条では基礎

課税額に係る課税限度額の引上げに伴う所要の改正、第２３条では減額措置に

係る軽減判定所得の基準額の見直しに伴う所要の改正であります。 

 最後に、議第２６号は令和６年度豊郷町一般会計補正予算（第１０号）です。

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５,５７８万９,０００円を追加

し、歳入歳出予算総額を５９億１４２万５,０００円とするものです。 

 歳入では、地方譲与税２１万４,０００円、利子割交付金１１万５,０００円、

配 当 割 交 付 金 ２ ９ ５ 万 ９ ,０ ０ ０ 円 、 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 ３ ９ ８

万６,０００円、法人事業税交付金６９１万３,０００円、地方交付税９,８７４

万９,０００円を追加し、環境性能割交付金９万円、財産収入５９万円、繰入

金５,６４６万７,０００円を減額するものであります。 

 次に、歳出では、総務費に８,６３６万５,０００円を追加し、民生費４９３

万１,０００円、土木費１,５７４万５,０００円、教育費９９０万円を減額する

ものであります。主な内容といたしましては、歳入歳出ともに実績により年度末

に額が確定したことから、３月３１日付で専決処分を行ったものであります。 

 以上、議第２４号から議第２６号まで、いずれも地方自治法第１７９条第１項

の規定により専決処分しましたので、ご承認賜りますようお願い申し上げまし

て、提案説明といたします。 

村岸議長  これより質疑を行います。質疑は一括して行います。質疑はありませんか。 

今村議員  はい。 

村岸議長  １２番、今村議員。 

今村議員  議第２４号町税条例の一部を改正する条例の中で、第３６条の２第１項ただ

し書中の次の項で、扶養控除額の次に、もしくは特定親族特別控除額、特定親族

ということで、特定親族というのが時々出てくるんですけれども、扶養控除額の

次に、特定親族特別控除額というのは、金額的にどういう人を特定親族として控

除の対象になるのかを２４号で説明をお願いいたします。 

 そして、議第２５号につきましては、先ほども町長が説明をしていただきまし

て、課税限度額の引上げ分と、２３条関係で、軽減の２割、５割軽減の基準額の

算定基準の引上げという形の中身なんですが、特に第２３条は、２割軽減と５割

軽減を今回、国の法改正で、軽減判定所得の引上げをされているんですけれども、
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国保世帯も年々減少している傾向があるんですが、豊郷の国保の実態、国保会計

の加入者の実態としましては、前期高齢者、７５歳までの高齢者の世帯というの

がかなりあると思うんです。２割、５割、７割軽減が国保世帯の約６割弱を占め

るという会計なんですが、今回２割、５割軽減で引き上がった分、若干増えてい

る人数はあるんですが、高齢者の軽減世帯というのは、高齢者のみ世帯の国保世

帯の軽減世帯というのは、２割、５割、７割の中で、どのぐらいの割合でいらっ

しゃるのか。国保にはいろんな方が加入されておりますけれども、昨今の物価上

昇の中で、こういう軽減をしていただくことは大事なことだと思うんですが、そ

の中身だけ状況を教えていただきたいと思います。 

 続きまして、議第２６号専決処分につきましては、説明だけですが、９ページ

は歳入部分の地方交付税が、３月で特別交付税が確定したので、その分の増額補

正の処分をしておられます。今回、普通交付税、特別交付税を合わせて１７

億２,８０２万７,０００円、１億円近い特別交付税が最終確定で入っておりま

すが、この地方交付税、標準財政規模、豊郷町の今２０、それに対して、財政需

要額の差引きの加減で決まってくるわけですよね。これで今回地方交付税

で１７億というのは、結構今までの中では多いんじゃないかなと思うんですが、

この金額に至った理由はどういうところが主な理由があるのか、その辺を担当

課の見解を教えていただきたいと思います。 

 そして、１０ページ、これに、財産売払い収入の目１の不動産売払い収入で、

町有地売払い収入６７万７,０００円、また建物売払い収入６万６,０００円。こ

れは、歳出の方とも連携していると思うんですけど、６年度で実施ができなかっ

た理由、これは７年度でそういうのをやるのか、今の状況を教えてください。 

 それから、款１８繰入金の下の財政調整基金が繰入れが０になって、歳出の方

では基金繰入れが増えておりますが、歳出で増やして差引きして、現在の３

月３１日付の財政調整基金の残額、現在高は幾らになるのか教えてください。 

 それから、１１ページの項２児童福祉費で愛里保育園施設費で、教育保育支援

員、調理師、保育士などの５００万の報酬減がありますが、これはどういう結果

でこういうのが出てきたのか説明をしていただきたいのと、最後に、この専決の

中で、３月３１日付で、交付金とかいろんなものの入金とかいろんなものでこの

補正はできているんですが、会計閉鎖は５月の末なんですが、もう５月末終わっ

たので、その後の町の会計の歳出歳入の変動というのはどのくらいあるんでし

ょうか。もう町としては分かっていることと思うんですが、そういった中で、町

が請け負って、町が業者に町の業務を請け負ってもらって、そういう支払いが４

月以降にどれくらいの業務委託で行われているのか。以前そういうことを早く



1 － 7 

お金を支払いしてほしいという、そういう業者の人もいらっしゃったんですが、

まだそういうのがあるんでしょうか。それも含めて、もう会計閉鎖になりました

から、もう支払いは終わっていると思うんですが、４月以降の支払いというのは

どのぐらい残っているものなのか、概略でいいですから説明をお願いいたしま

す。 

税務課長  はい、議長。 

村岸議長  山田税務課長。 

税務課長  今村議員の質疑にお答えいたします。 

 まず、議第２４号の特定親族特別控除の対象者がどういう方かというご質問

やったと思うんですけども、大学生世代と言われる方で、対象が１９歳から２３

歳未満の方が対象です。あと、議第２５号で、２割、５割、７割軽減で、高齢者

の世帯がどれぐらいあるかというご質疑やったと思うんですけども、それにつ

きましては、今現在はちょっと把握しておりません。 

 以上です。 

総務課長兼 

企画振興課長  はい、議長。 

村岸議長  清水総務課長。 

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えをさせていただきます。 

 私の方は議第２６号補正予算の方になります。まず、９ページの地方交付税の

関係ですけれども、増額の要因はということでございましたけれども、これにつ

いては、国の予算の積み増しによるものでということでございます。それから、

出納整理期間の４月以降の支払いということでしたけれども、４月以降実際、今

からちょうど決算の統計を行うところでございますので、また詳しくは例年ど

おり９月にご説明をさせていただきたいと思っています。また、昨年度分の支払

いの残りはみたいな意図のご質疑やったとは思うんですけども、当然のことな

がら出納閉鎖が５月末になっておりますので、昨年度の分の支払いは全て終了

しているということでございます。 

 以上です。 

教育次長  はい、議長。 

村岸議長  西山教育次長。 

教育次長  それでは、今村議員のご質疑にお答えします。 

 私の方は議第２６号の補正予算の専決の１１ページの愛里保育園施設費の報

酬の減額の内容につきましてですが、こちらは当初で見込んでおりました教育
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保育支援員につきまして、事務員分の方を見込んでおりましたが、施設側の方か

ら採用の方は要らないということがありましたので、その分今回減額させてい

ただいているのと、調理師につきましては、２名を当初見込んでおりましたが、

採用できませんで１名分のみで、保育士につきましては、当初１４名分見込んで

おりましたが、最終１２名の雇用となりましたので、残額それぞれ合わせ

て５００万円減額しているものでございます。 

 以上です。 

人権政策課長  はい、議長。 

村岸議長  西山人権政策課長。 

人権政策課長  今村議員のご質疑にお答えいたします。 

 人権政策課から１０ページでございます。町有地の売払い及び建物について

は、譲渡の事業残でございます。 

 以上です。 

村岸議長  ほかにありませんか。 

今村議員  はい。 

村岸議長  今村議員。 

今村議員  聞いた中で、財政調整基金の現在高も答弁していただけませんでした。答弁し

ていただきたいと思います。また、事業残というのはそれはそれですけど、だか

ら、どういう状況でこういうことが起こったのか。これは今年度で新年度で実施

がされるのか、その辺がお聞きしたかったんです。その辺は、経過だけ教えてい

ただけたらなと思っております。 

 会計閉鎖して、全部そういうのはこれからするというのは当然のことだと思

うんですが、９月の決算までにはね。ただ、この３月３１日から５月の末日で一

応出納閉鎖はなさるわけですから、その間の、前年度の町のいろんな請負事業を

なさった方たちの支払いが４月から会計閉鎖までにどのぐらいされているのか。

そういうのをどういう部門でそういうのがあるのか、交付金の関係もあるのか

もしれないんですが、その点を概略だけでも教えてほしいなと思って質問させ

ていただきましたので、分かる範囲で結構ですので、説明だけお願いいたします。 

総務課長兼 

企画振興課長  はい、議長。 

村岸議長  清水総務課長。 

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、今村議員の再質疑にお答えをさせていただきます。 

 答弁漏れておりまして、申し訳ありませんでした。財調の残高については、
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約８億１,５００万円ほどになります。それから、４月以降の支払いにつきまし

てですが、当然のことながら補助事業等についても、可能な限り年度内、３月い

っぱいに支払いを行ってしまうとか、そういうもろもろございます。あくまで

も３月中、３月までに発注したものが、４月以降に請求書が発行されるタイミン

グとかに合わせて、４月に回る分が少しあるという程度になってございます。実

際のところ４月以降、５月末までに幾ら支払ったかというところについては、把

握もしておりませんので、またもし必要ということでございましたら、調べるこ

とはやぶさかではないというようなことでございます。 

 以上です。 

人権政策課長  はい、議長。 

村岸議長  西山人権政策課長。 

人権政策課長  今村議員の再質疑にお答えいたします。 

 １０ページの町有地及び建物売払いでございますが、当然残でございますの

で、今年度につきましては、今年度当初予算で見ております。前年の計画です

と６件のところ、実績としましては、２件譲渡したという形になっております。 

 以上です。 

村岸議長  ほかにありませんか。 

鈴木議員  議長。 

村岸議長  １０番、鈴木議員。 

鈴木議員  まず、第２４号について質疑をさせていただきます。対照表で質問させていた

だきます。まず、第１８条ですが、新しい方では、不特定多数の者が閲覧するこ

とができる状態の措置を取る。これが新しく入っているんですが、今までは、公

示事項を掲示をされていたと思うんですが、それ以外で不特定多数の者が閲覧

することができる状態の措置を取ると書かれていますので、具体的にどうして

こういう条文が入ったのかよく分からないんですが、公示以外に具体的などう

いう措置を取られるのか教えていただければと思います。 

 それから、先ほどありましたが、３４条と３６条の関係ですが、今年から１９

歳から２３歳の大学生には限りませんけど、その間の方が特定扶養親族という

ことで新しく控除されるという税制改正がされたのですが、何人ぐらい豊郷

で１９歳から２０、いわゆる大学生世代がおられるのか把握をしておられるの

か、分かれば教えていただければと思います。 

 それから、先ほど町長からの提案説明にもあったのですが、第３節の第８２条

で、軽自動車の種別の区割りが変更になったというんですが、これ旧と新を比較

してみますとアが０.０５リットル以下、イが０.０５リットルから０.０９、ウ
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が０.０９リットル以上というのが旧の区分です。新の部分もよく見てみますと、

アとイとエは旧の区分と同じなんです。ウの２輪のもので総排気量が０.１２５

リットル以下かつ最高出力が云々と、この分が新しく区分の中に入っているん

ですが、この区分割りでいくと、この中に入ってこないんですね。ならびで言う

うと。この区分割りがどこに入ってどうなるのか、例えばどういうのを対象にす

るのかよく分からないので、説明をお願いできればと思います。 

 最後ですが、第１０条の１６に加熱式たばこに係るたばこ税の課税標準の特

例というのが新設されているのが、読んでみてよく意味が分からんのです。この

中身が。これが新設された根拠というか、意味というか、何が特例になっている

のか、ざっと読んでみたんですがよく分かりませんので、説明をお願いできれば

と思います。 

 あと２６号ですが、３月議会でも繰越明許については、聞きましたら新しく伴

走型相談・出産子育て支援事業が繰越明許に追加されたと。ですが、これが繰越

明許になった理由を。 

 じゃ、税制の方だけ、２４号だけお願いできますか。 

税務課長  はい、議長。 

村岸議長  山田税務課長。 

税務課長  鈴木議員の質疑にお答えいたします。 

 議第２４号のまず初めに公示送達の不特定多数の者が閲覧することができる

という文言のところなんですけども、こちらの方、今までは公示送達って役場の

掲示板に書類を掲示することで、送達されたことになっていたんですけども、こ

の改正によって公示送達、インターネットとかを用いて掲示するということを

定義されました。 

 あと、次の特定親族特別控除の人数が把握できたらということで、令和６年中

の対象者で１５８名の納税義務者がおられました。 

 続いて、軽自動車税の種別割の件なんですけども、今まで９０ｃｃから１２５

ｃｃの軽自動車、２,４００円やったんですけども、今回の改正によって、９０

ｃｃが１２５ｃｃのバイクなんですけども、出力が５０ｃｃの原付並みの出力

のバイクについては、年額２,０００円の税額でするというもので、今回見直し

がされました。 

 続いて、たばこ税の方なんですけども、今まで加熱式たばこの税率と紙巻きた

ばこの税率に、加熱式の方が、紙巻きたばこよりも税負担の水準が低かったため

に、これを是正するために、来年８年４月１日と８年１０月１日に段階的に見直

しをされるのが実施されることになりましたので、今回この税改正がされたと
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いうことになっております。 

 以上です。 

村岸議長  ほかにありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。 

 これより議第２４号の討論を行います。討論はありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより、議第２４号専決処分につき承認を求めることについて（豊郷町税条

例の一部を改正する条例）を採決いたします。 

 賛成の諸君は起立願います。 

議  員  （起立、全員） 

村岸議長  全員起立であります。よって、議第２４号は承認することに決定しました。 

 これより議第２５号の討論を行います。討論はありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより、議第２５号専決処分につき承認を求めることについて（豊郷町国民

健康保険税条例の一部を改正する条例）を採決いたします。 

 賛成の諸君は起立を願います。 

議  員  （起立、全員） 

村岸議長  全員起立であります。よって、議第２５号は承認することに決定しました。 

 これより議第２６号の討論を行います。討論はありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより、議第２６号専決処分につき承認を求めることについて（令和６年度

豊郷町一般会計補正予算（第１０号））を採決いたします。 

 賛成の諸君は起立を願います。 

議  員  （起立、全員） 

村岸議長  全員起立であります。よって、議第２６号は承認することに決定しました。 

 日程第７、議第２７号令和６年度豊郷町一般会計繰越明許費繰越計算書につ

いてから日程第８、議第２８号令和６年度豊郷町水道事業会計繰越計算書につ

いてまでを一括議題といたします。 

 町長、報告を求めます。 

伊藤町長  はい、議長。 
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村岸議長  町長。 

伊藤町長  それでは、議第２７号及び議第２８号までの繰越計算書について一括してご

説明申し上げます。 

 まず、議第２７号につきましては、一般会計の繰越明許費繰越計算書です。地

方自治法第２１３条第１項の規定により、令和６年度豊郷町一般会計のうち、繰

越計算書に記載の総務管理費１,６９７万４,０００円から小学校費９,４１２

万２,０００円まで、総額２億６,７９３万１,０００円を令和７年度に繰り越し

ましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、ご報告いたしま

す。 

 次に、議第２８号令和６年度豊郷町水道事業会計繰越計算書については、地方

公営企業法第２６条第３項の規定に基づき、水道事業会計建設改良費を別記

第８号のとおり繰越ししました。内容につきましては、水道施設機器更新工事の

ポンプ機器の入荷が遅れていることから繰り越すものでございます。 

 以上、議第２７号及び議第２８号まで一括して報告いたします。どうぞよろし

くお願いいたします。 

村岸議長  これで報告を終わります。 

 これより質疑を行います。質疑は一括して行います。質疑はありませんか。 

今村議員  はい。 

村岸議長  １２番、今村議員。 

今村議員  令和６年度豊郷町一般会計繰越明許費繰越計算書のうちで、款３民生費の社

会 福 祉 費 、 令 和 ６ 年 度 低 所 得 非 課 税 世 帯 支 援 給 付 金 事 業 が １ ,１ ６ ６

万１,０００円繰越しになるというのは、この事業が、未収入が７７２万あるん

ですけれども、この事業は引き続き、令和６年度でまだ対象者の申請、またそれ

の支払いができていないということなんでしょうか。これはどういう経過なの

か、流れを教えていただけますか。 

保健福祉課長  はい、議長。 

村岸議長  辰見保健福祉課長。 

保健福祉課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えいたします。 

 令和６年度低所得非課税世帯支援給付金の事業でございますけれども、こち

らの方は、事業の期日が６月３０日までになっておりますので、引き続き現在も

支給の方を行っている途中でございます。 

 以上でございます。 

村岸議長  ほかにありませんか。 

議  員  なし。 



1 － 13 

村岸議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。 

 以上で、議第２７号、議第２８号の報告を終了いたします。 

 日程第９、議第２９号人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに

ついてから日程第１０、議第３０号人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求

めることについてまでを一括議題といたします。 

 町長、提案理由の説明を求めます。 

伊藤町長  はい、議長。 

村岸議長  町長。 

伊藤町長  議第２９号及び議第３０号人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ

とについて、一括してご説明申し上げます。 

 まず、議第２９号では、法務大臣の委嘱を受け人権擁護委員としてご活躍いた

だいておりました清水明博氏が昨年にご逝去され、現在、人権擁護委員１名が欠

員となっていることから、人権擁護推進員として地域における人権擁護活動に

努めておられます村岸三男氏、豊郷町大字石畑５５５番地３、昭和３１年５

月２２日生まれを、また議第３０号では、現在、人権擁護委員としてご活躍いた

だいております上田文夫氏、豊郷町大字吉田３７番地、昭和３０年６月１６日生

まれが、令和７年１２月３１日をもって任期満了となることから、引き続き推薦

いたしたく、いずれも人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を

求めるものでございます。なお、任期につきましては、村岸氏は令和７年１０

月１日から令和１０年９月３０日までの３年間、上田氏は令和８年１月１日か

ら１０年１２月３１日までの３年間で、上田氏は２期目となります。どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

村岸議長  これより質疑を行います。質疑は一括して行います。質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。 

 これより議第２９号に対する討論を行います。討論はありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより、議第２９号人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに

ついてを採決いたします。 

 これに同意することに賛成の諸君は起立を願います。 

議  員  （起立、全員） 

村岸議長  全員起立であります。よって、議第２９号は推薦案に同意することに決定しま

した。 
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 これより議第３０号に対する討論を行います。討論はありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより、議第３０号人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに

ついてを採決いたします。 

 これに同意することに賛成の諸君は起立を願います。 

議  員  （起立、全員） 

村岸議長  全員起立であります。よって、議第３０号は推薦案に同意することに決定いた

しました。 

 日程第１１、議第３１号契約の締結につき議決を求めることについて（職員用

情報系パソコン購入業務）を議題といたします。 

 町長、提案理由の説明を求めます。 

伊藤町長  はい、議長。 

村岸議長  町長。 

伊藤町長  議第３１号契約の締結につき議決を求めることについてご説明申し上げます。 

 職員用情報系パソコン購入業務について、去る５月１５日に滋賀県町村会に

おいて、コンピューターの共同調達事業の一般競争入札が実施されたところ、所

在地、滋賀県大津市浜大津１丁目４番１２号、名称、キステム株式会社、代表取

締役井門一美氏が落札しましたので、その結果を受け、職員用パソコン５０台を

請負契約金額１,１５３万９,０００円で仮契約を結んだところであります。 

 この請負契約を締結するに当たり、地方自治法第９６条第１項第８号及び豊

郷町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条

の規定に基づき、議決をお願いするものであります。ご審議の上、承認賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

村岸議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

今村議員  はい。 

村岸議長  １２番、今村議員。 

今村議員  今、町長の説明で県が一括の一般競争入札をして、そこでの契約者と随意契約

を豊郷町も結ぶ契約の議決という話なんですが、以前もそういうことはありま

したけど、そういう県で一括でそういうことをなさって、１９市町が全部それで

同じというか、それを随意契約にするものでなっているんでしょうか。それとも、

県とは別に独自に入札をするとか、そういう市や町もあるんでしょうか。今まで

の経過だけ、実績そういうのを。そういう形態でうちがやろうとしているのはど

こにメリットがあるのかを説明してください。 
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総務課長兼 

企画振興課長  はい、議長。 

村岸議長  清水企画振興課長。 

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えをさせていただきます。 

 今回のこちらの職員用情報系パソコン購入業務につきましては、先ほど町長

が申し上げましたとおり、滋賀県町村会の方で行っております。県ではございま

せん。これにつきましては、今現在、６町クラウドで６町が共同していろいろな

事業を行っている関係で、たくさんの台数のパソコンを一度に発注することに

より、単価を下げに行けるというメリットがございますので、町村会の方で６町

を対象に台数を取りまとめているということになります。年によって、買われる

町、買われない町がございますので、毎年、当該年度で希望する台数をそれぞれ

の町が町村会の方に報告しまして、その合計台数で入札をしていただくという

ことになっております。ですので、先ほども繰り返しになりますけども、６町の

方でやっているということで、今回につきましては、やっておられない町もあろ

うかとは思いますけれども、今回豊郷町としては５０台買いたいということで、

町村会でやっていただいたということでございます。 

 以上です。 

村岸議長  ほかにありませんか。 

西澤議員  はい。 

村岸議長  ９番、西澤議員。 

西澤議員  議第３１号についてお聞きしたいと思います。これのパソコンの耐用年数と

いうのはどれぐらいなんですか。何年後にまた買い換えるというのがあると思

うのだけども、何年ぐらいの耐用年数を考えておられるのか、お願いいたします。 

村岸議長  清水企画振興課長。 

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、西澤議員のご質疑にお答えをさせていただきます。 

 大体パソコンについては５年から７年ということで考えておりまして、今一

番役場で古いのが、２０１９年のときのものがございまして、それ以降、一部入

替えをしながらやっておりますけれども、今回については、２０１９年の部分が

そこそこ数がありますので、それを置き換えていきたいということでございま

す。 

村岸議長  ほかにありませんか。 

議  員  なし。 
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村岸議長  ないようでありますから、これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより、議第３１号契約の締結につき議決を求めることについて（職員用情

報系パソコン購入業務）を採決いたします。 

 賛成の諸君は起立を願います。 

議  員  （起立、全員） 

村岸議長  全員賛成であります。よって、議第３１号は原案のとおり可決されました。 

 日程第１２、議第３２号契約の締結につき議決を求めることについて（豊郷町

立小中学校学習者用コンピュータ購入業務）を議題といたします。 

 町長、提案理由の説明を求めます。 

伊藤町長  はい、議長。 

村岸議長  町長。 

伊藤町長  議第３２号契約の締結につき議決を求めることについてご説明申し上げます。 

 滋賀県学習者用コンピューターの共同調達事業において、去る５月２日にプ

ロポーザルが実施されましたところ、所在地、滋賀県東近江市五個荘簗瀬町１１

番地３、名称、藤野商事株式会社、代表取締役藤野滋氏が落札をいたしましたの

で 、 そ の 結 果 を 受 け 、 学 習 者 用 コ ン ピ ュ ー タ ー ７ １ ０ 台 を 請 負 契 約金

額３,６６９万１,３８０円で仮契約を結んだところであります。 

 この請負契約を締結するに当たり、地方自治法第９６条第１項第８号及び豊

郷町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条

の規定に基づき、議決をお願いするものであります。ご審議の上、ご承認賜りま

すようお願い申し上げまして、提案説明といたします。 

村岸議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

今村議員  はい。 

村岸議長  １２番、今村議員。 

今村議員  今、町長の説明で７１０台ということで、小中学校の児童生徒に対するコンピ

ューターの新規購入という感じに考えているんですが、１台当たりだと約５万

円ぐらいのものかなと思うんですが、小中学校においてどういう学習、そういう

コンピューター学習もうずっとやっていますが、これはどういう機種でどんな

やつで、それは今回、全面的に更新するのか、一部は残るのかよく分からないの

で、そこら辺の何年ぐらいこれを子どもの学習に使うのか、そういう中身につい

て教えていただけますか。 
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教育次長  はい、議長。 

村岸議長  西山教育次長。 

教育次長  それでは、今村議員のご質疑にお答えいたします。 

 令和２年度に整備の方をいたしましたタブレットの、今でいうファーストＧ

ＩＧＡの、今回ネクストＧＩＧＡということで、タブレットの全部の更新の方を

行う予定でございます。一応、５年間を使用する予定でございます。内容につき

ましては、タブレット学習で子どもたちが小学校、中学校で使っておられる端末

でＷｉｎｄｏｗｓタブレットを今回導入する予定をしております。 

 以上です。 

村岸議長  ほかにありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  ないようでありますから、これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより、議第３２号契約の締結につき議決を求めることについて（豊郷町立

小中学校学習者用コンピュータ購入業務）を採決いたします。 

 賛成の諸君は起立を願います。 

議  員  （起立、全員） 

村岸議長  全員賛成であります。よって、議第３２号は原案のとおり可決されました。 

 日程第１３、議第３３号契約の変更につき議決を求めることについて（旧八号

線２（歌詰橋）護岸護床整備工事）を議題といたします。 

 町長、提案理由の説明を求めます。 

伊藤町長  はい、議長。 

村岸議長  町長。 

伊藤町長  議第３３号、契約の変更につき議決を求めることについてご説明申し上げま

す。 

 令和６年９月９日開催の議会において契約締結の議決を頂いた令和６年度工

事第００７号旧八号線２（歌詰橋）護岸護床整備工事につきまして、当初設計か

ら根固工の既存ブロック撤去ならびに据付け数量の増、仮設工の作業ヤード整

備の変更、水換え日数の追加等の変更が生じたことに伴い、３ ,１６５

万２,５００円を増額し、契約額を１億９,００５万２,５００円に変更するもの

でございます。つきましては、地方自治法第９６条第１項第５号及び豊郷町議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第２条の規定に
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より、議会の議決を求めるものでございます。 

 以上、ご審議のほどどうぞよろしくお願い申し上げます。 

村岸議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  ないようでありますから、これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより、議第３３号契約の変更につき議決を求めることについて（旧八号

線２（歌詰橋）護岸護床整備工事）を採決いたします。 

 賛成の諸君は起立を願います。 

議  員  （起立、全員） 

村岸議長  全員賛成であります。よって、議第３３号は原案のとおり可決されました。 

 日程第１４、議第３４号豊郷町水道事業給水条例の一部を改正する条例案か

ら日程第１５、議第３５号豊郷町下水道条例の一部を改正する条例案までを一

括議題といたします。 

 町長、提案理由の説明を求めます。 

伊藤町長  はい、議長。 

村岸議長  町長。 

伊藤町長  議第３４号豊郷町水道事業給水条例の一部を改正する条例案及び議第３５号

豊郷町下水道条例の一部を改正する条例案について、一括してご説明申し上げ

ます。 

 今回の改正は令和６年能登半島地震の復旧工事を行う際に、指定工事事業者

等の確保が困難となったことから、災害時等の水道工事においては他の水道管

理者、下水道工事においては他の市町村長または他の下水道事業管理者が指定

した事業者であっても工事に対応できるよう、国土交通省より技術的助言があ

りましたので、各条例において所要の改正をするものでございます。どうぞご審

議賜りますようお願い申し上げまして、提案説明といたします。 

村岸議長  これより質疑を行います。質疑は一括して行います。質疑はありませんか。 

今村議員  はい。 

村岸議長  １２番、今村議員。 

今村議員  議第３４号ならびに３５号に関しまして、町内の現在町が認可している水道

事業者また下水道の事業を行える方というのは、以前、上水も下水も工事が多か

った頃は、町内業者も人数がいたような気もするんですが、最近だんだん廃業も
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多くなって、うちの町内で今現状で、そういった事態に際した場合に、町内で工

事をしていただける業者というのは何業者ぐらい、両方あるのか。また、近隣の

そういった業者も町は認定しているのか。その辺の今の状況を、これは当然いざ

というときの備えとして必要な業務をお願いするわけですから、現状でどうな

っているのかだけ説明していただけますか。 

村岸議長  中山上下水道課長。 

上下水道課長  今村議員のご質疑にお答えいたします。 

 豊郷町の給水装置工事の事業者の届出は、現在１２９件あります。町内の業者

は１３件でございます。 

 続きまして、下水道の設備の指定工事店の方は現在１３３店、県に届出があり

まして、町内の業者としては１２業者あります。こちらは県内県外全て含めての

数になっております。 

村岸議長  ほかに質疑はありませんか。 

鈴木議員  議長。 

村岸議長  １０番、鈴木議員。 

鈴木議員  確認というか教えていただきたいのは、いわゆる登録業者以外が、災害のとき

には事業をしてもいいと。それはもう当然のことだと思うんですが。この場合、

発注というか、指示というのか、それは当然該当の市町がそういう指示をするん

だと思うんですが、その辺のところはこの条項にはないので、どういう、町内で

あれば登録業者ですから、それは分かるんですが、それ以外の方が災害の場合に

こういうことを行うというのはそれは当然理解はできるわけですが、その場合

の指示とか、発注というのはどうなるのか、その点だけ。 

村岸議長  中山上下水道課長。 

上下水道課長  鈴木議員のご質疑にお答えいたします。 

 先ほど災害が起きた場合の対応なんですが、恐らく証明書等をお持ちですの

で、そちらの方の写しやコピーかの確認をもって、工事の方に入っていただくよ

うな手続を考えております。条例の方には書いていません。内規の方もないんで

すが、対応としては誰が来ても出せない指示じゃなくて、証明書の確認をもって、

工事の方に入っていただきたいと考えております。 

鈴木議員  議長。 

村岸議長  １０番、鈴木議員。 

鈴木議員  私がお聞きしたのは、災害が発生した場合に、こうするときの指揮系統という

か、そういうものを明確にしておくべきじゃないかと思うんですが、その点はど

うなっているのかということを、もう一度こっちをお願いできる。 
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村岸議長  中山上下水道課長。 

上下水道課長  水道工事の災害時のときの指揮系統なんですけど、現在、もちろん防災計画に

基づく部分が一番上なんですが、庁内でも上下水道ＢＣＰ計画というのを策定

しておりますので、そちらに基づいて、もちろんトップが町長なんですけど、課

長の裁権部分もありますので、そういうので対応を考えております。 

 以上です。 

村岸議長  ほかに質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。 

 これより議第３４号に対する討論を行います。討論はありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより、議第３４号豊郷町水道事業給水条例の一部を改正する条例案を採

決いたします。 

 賛成の諸君は起立を願います。 

議  員  （起立、全員） 

村岸議長  全員起立であります。よって、議第３４号は原案のとおり可決されました。 

 これより議第３５号に対する討論を行います。討論はありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより、議第３５号豊郷町下水道条例の一部を改正する条例案を採決いた

します。 

 賛成の諸君は起立を願います。 

議  員  （起立、全員） 

村岸議長  全員起立であります。よって、議第３５号は原案のとおり可決されました。 

 日程第１６、議第３６号令和７年度豊郷町一般会計補正予算（第１号）から日

程第２０、議第４０号令和７年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第１号）まで

を一括議題といたします。 

 町長、提案理由の説明を求めます。 

伊藤町長  はい、議長。 

村岸議長  町長。 

伊藤町長  それでは、議第３６号令和７年度豊郷町一般会計補正予算（第１号）から議

第４０号令和７年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第１号）までの補正予算に

ついて、一括して説明申し上げます。 
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 まず、議第３６号令和７年度豊郷町一般会計補正予算（第１号）についてご説

明申し上げます。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億３,８１７

万５,０００円を追加し、歳入歳出予算総額を５７億８１７万５,０００円とす

るものです。歳入では、国庫支出金３,４１２万円、県支出金７５万６,０００円、

繰入金９,５８９万９,０００円、諸収入４２０万円、町債３２０万円を追加し、

歳出では、総務費３,４６９万７,０００円、衛生費５,０７５万８,０００円、土

木費４,４５２万４,０００円、消防費１５万７,０００円、教育費１,２５５

万４,０００円を増額し、議会費４５万９,０００円、民生費３２９万４,０００

円、農林水産業費７６万２,０００円を減額するものであります。 

 次に、議第３７号令和７年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）についてご説明いたします。既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ６,２０５万９,０００円を減額し、歳入歳出予算総額を７億９,３３０

万８ ,００ ０円 とす るも ので あり ます 。 歳入 で は 、県 支出 金 ５ ,７ ００

万６,０００円、繰入金５０５万３,０００円を減額するもので、歳出では、総務

費６万６,０００円、保険給付費５,７００万６,０００円、国民健康保険事業費

納付金４９８万７,０００円を減額するものであります。 

 次に、議第３８号令和７年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

についてご説明いたします。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ２６万７,０００円を追加し、歳入歳出予算総額を７億５,９９７万３,０００

円とするものであり、歳入では、国庫支出金７０万５,０００円、支払基金交付

金８３万９,０００円、県支出金３８万９,０００円を追加し、繰入金１６６

万６,０００円を減額するもので、歳出では、保険給付費３１０万８,０００円を

追加し、総務費２８４万１,０００円を減額するものであります。 

 次に、議第３９号令和７年度豊郷町水道事業会計補正予算（第１号）について

ご説明いたします。第２条、収益的収入及び支出の補正は、収入、第２１款水道

事業収益の既決の予定額に１２４万９,０００円を追加し、２億３８５

万５,０００円に、支出、第２２款水道事業費用の既決の予定額に９８７万円を

追加し、２億５６７万円とするものです。第３条、資本的収入及び支出の補正は、

収入、第２３款資本的収入の既決の予定額に６９５万６,０００円を追加し、１

億２,５４８万８,０００円に、支出、第２４款資本的支出の既決の予定額

に７５３万３,０００円を追加し、２億３,８９５万１,０００円とするものであ

ります。第４条、議会の議決を得なければ流用することができない経費は、予算

第７条中、（１）職員給与費を１５万８,０００円追加し、２,０１３万１,０００

円に改め、第５条、他会計からの補助金は２,１１５万２,０００円を追加
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し、４,１１２万５,０００円に改めるものであります。 

 最後に、議第４０号令和７年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第１号）につ

いてご説明いたします。第２条、収益的収入及び支出の補正のうち、収入、第４１

款下水道事業収益の既決の予定額に１,５１５万５,０００円を追加し、３

億６,１３１万６,０００円とし、支出、第５１款下水道事業費用の既決の予定額

に１,２１３万５,０００円を追加し、総額を３億６,７６２万６,０００円とす

るものであります。第３条、資本的収入及び支出の補正は、収入、第６１款資本

的収入の既決の予定額に３７２万１,０００円を追加し、１億１,３４４

万３ ,０００円に、支出、第７１款資本的支出の既定の予定額に７５３

万３,０００円を追加し、１億７,７２９万９,０００円とするものです。第４条、

議会の議決を経なければ流用することができない経費は、予算第７条中、（１）

職員給与費を８５万円追加し、２,０６５万８,０００円に改め、第５条、他会計

からの補助金は４５６万４,０００円追加し、２,３３３万６,０００円に改める

ものでございます。 

 以上、議第３６号から議第４０号まで一括してご説明いたしました。ご審議の

ほどどうぞよろしくお願い申し上げまして、提案説明といたします。 

村岸議長  これより質疑を行います。質疑は一括して行います。質疑はありませんか。 

今村議員  はい、１２番。 

村岸議長  １２番、今村議員。 

今村議員  それでは、議第３６号令和７年度豊郷町一般会計補正予算（第１号）につきま

しては、まず５ページの第２表、債務負担行為補正ということで、情報システム

標準化事業、期間が令和７年度から令和１４年度までで、７億７,９６１

万６,０００円の限度額で債務負担行為を起こすということですけれども、こ

の７年間の期間で、これは１つの業者で７年の契約をするのか、複数業者と年を

切ってやるのか、そういう債務負担を起こしたいということの中身について、ど

ういう方針を持っておられるのか。そこを説明をお願いいたします。 

 次は９ページ、歳入のところで、ここの款１４国庫支出金の中で目３衛生費国

庫補助金ということで、節で環境衛生費補助金ということで、二酸化炭素排出抑

制対策事業費等補助金ということで、６７４万８,０００円の国庫補助金が出る、

予算化されておりますが、この概要について説明してください。 

 そして、１０ページで、款１８繰入金の目１財政調整基金繰入金、今回増額補

正で９,５８９万９,０００円の繰入れ増額なんですが、この補正におきまして、

財調の増額補正をする歳出の中の主な補正の要因は何なのか、説明してくださ

い。 
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 それから、１１ページの配水管耐震化布設替工事というところで３２０万、衛

生債が上がっておりますけれども、これ場所と箇所、その説明をお願いいたしま

す。 

 それから、歳出の方で１２ページ、一般管理費の総務費の中で、節２給

料８１６万、一般職給、会計年度任用職員給が両方、相当に減額なんですが、こ

れはどういう理由でしょうか。説明してください。 

 それから、１６ページ、ここでも項２の児童福祉費、目３の愛里保育園施設費

で、給料７２２万３,０００円の減額、これについても中身を説明してください。 

 それから、１７ページ、先ほどの歳入でもありましたが、環境対策費で地球温

暖化対策実行計画策定業務委託料ということで、１,１８５万８,０００円が上

がっておりますけれども、これはどういうことをどういうところに策定業務委

託を検討されているのか。業者が決まっているとはまだ思いませんけれども、ど

ういうところを対象に考えて、中身はどういうことをしていただきたいと思っ

ているのか、その概要を説明してください。 

 それと、１８ページの項２の清掃費、目１清掃総務費で、委託料４３７

万６,０００円の増額補正、生ごみ収集運搬処理業務委託料という増額が出てお

りますが、この委託料増額というのはどういうことなんでしょうか。中身を説明

してください。 

 それから、１９ページの項２道路橋梁費の中で、目１道路維持費、負担金、補

助金及び交付金で、愛荘町の県道ラウンドアバウト事業負担金、これ２,８８２

万７,０００円、信号を取って工事をされておりますが、これは最終的にこれの

負担金という形で、項２の豊郷分の負担金はこの金額で理解したらよろしいん

でしょうか。まだほかにもあるんでしょうか。説明をお願いします。 

 続いて、２１ページで、項５社会教育費で、目８豊栄のさと施設費のところ

の１４番工事請負費１,０００万、施設整備費、これも概要を説明してください。

どういう施設整備費なのか。 

 ２２ページの保健体育総務費の１２番委託料、スポーツ推進事業委託料とい

うのが１１８万４,０００円、これにつきましてもどういう中身の事業委託なの

か、その点について説明をお願いいたします。 

 続きまして、議第３７号令和７年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第１号）、これにつきましては、５ページの歳入の部分で、県補助金、目１

保険給付費等交付金、普通交付金５,７００万６,０００円、普通交付金が減額を

しておられるんですが、この減額の主な要因を説明してください。 

 それから、歳出では６ページで、療養給付費が４,８８７万３,０００円、当初
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計画の約１割減をされているということが、これはどういう傾向でこういうこ

とが起こるのか。また、７ページにおきましても、高額療養費も支出金が８６２

万４,０００円、事業負担金が減るわけですよね。これは国保加入者の皆さんの

医療費負担が減ったのか。それとも、要因いろいろありますから、どういう状況

で最初、補正第１号で１割近く減らすのか、レセプトでいろいろあるんだと思い

ますが、要因を説明してください。 

 議第３８号令和７年度豊郷町介護保険事業につきましては、７ページに、歳出

のところで、項３介護認定審査会費、目１の認定調査等費で、７番報償費

が、１１７万の介護認定訪問調査員報償費が増額になっておりますが、これは介

護認定訪問調査員の数が増えるのか、報償費の対象になる認定調査の数が増え

るのか、どういう意味なのか説明してください。 

 その下の８ページの項２の介護予防サービス等諸費、地域密着型介護予防サ

ービス給付費が、当初予算では窓口１で上げてあったのが３１０万８,０００円、

地域密着型介護予防サービス給付費ということで事業が展開されるようですけ

れども、これはどこでそういう事業をしてもらうのか、その事業所等、また内容

等、介護予防でどういう内容でしていただくのか説明してください。 

 以上です。お願いします。 

総務課長兼 

企画振興課長  はい。 

村岸議長  清水総務課長。 

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えをさせていただきます。 

 たくさんありましたので、もし万一抜けているようなことがあれば、また再質

疑の方でお願いしたいと思います。 

 まず、議第３６号の５ページです。債務負担行為７億８,０００万の件ですけ

ども、これにつきましては、この間全員協議会でもご説明させていただいたとお

り、移行に係る経費と、それの月額の使用料的なランニングコストになってきま

すので、基本的には１者と契約ということになります。 

 それから続きまして、９ページです。９ページの１４国庫支出金の衛生費国庫

補助金の二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金６７４万８,０００円ですけ

れども、これにつきましては、ご質疑の中でもありましたけれども、歳出の１７

ページの衛生費の環境対策費の中で委託料１,１８５万８,０００円で、地球温

暖化対策実行計画策定業務委託ということで、もちろん業者もまだ決まってお

りませんが、これにつきましては、事業所としての豊郷町と、また地域としての
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豊郷町、それぞれに対して二酸化炭素を今後どうやってどれぐらい減らすのか

というようなことの計画を立てなければならないので、それを行うものでござ

います。それの支出に対する補助金として約半額が国から来るということでご

ざいます。二酸化炭素の排出ですけども、これにつきましては、施設の電灯のＬ

ＥＤ化に関する補助を受けるためには、この計画の策定が条件となってきます

ので、今回、町としても策定をするものでございます。 

 続きまして、１０ページの１８繰入金の財政調整基金の要因ということでし

たけれども、これにつきましては、増額の必要なもの、減額の必要なもの全てを

合計しまして、財源不足の部分をここで調整しているというものでございます。 

 続きまして、１２ページ、歳出ですけども、１２ページ、款２総務費の一般管

理費の給与が上がっているというところですけれども、今回の補正予算に関し

て人件費の部分は、主に人事異動による職員の内訳といいますか、人員配置の関

係になってきて、増減が発生しております。総務課につきましては、正職員が１

名減と、会計年度任用職員は、各課に配置しております会計年度もこちらで見て

おりますが、そこで１名減になりましたので、２人分が減りましたので、こ

の８１６万円という額になっております。 

 それから次、１６ページの愛里保育園施設費の給与のマイナス７２２

万３,０００円ですけども、これにつきましても、年配の職員が、正職員が昨年

度末で退職しまして、補充をしましたけれども、若い職員が入りましたので、そ

もそも給与の額が全然違いますので、その差額としてこれぐらい下がりました

ということになります。 

 私の方は以上です。 

村岸議長  中山上下水道課長。 

上下水道課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えします。 

 私の方は、議第３６号豊郷町一般会計補正予算、１１ページでございます。配

水管耐震化布設替工事というところで、こちらの対象場所ということですが、県

道安食西八目線バイパスの水道管でございます。こちらは水道管、場所的には中

心、国道８号線から中山道まで行くんですけど、大体真ん中で割っていただいて、

中山道側寄りのところら辺から水道管が入っておりましたので、そちらが工事

場所となっております。 

 以上です。 

住民生活課長  はい、議長。 

村岸議長  森住民生活課長。 

住民生活課長  今村議員のご質疑にお答えをさせていただきます。 
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 議第３６号、１８ページになります。衛生費、２清掃費、１清掃総務費の委託

料、生ごみ収集運搬処理業務委託料の４３７万６,０００円です。こちらにつき

ましては、ごみ収集作業員に欠員が出た場合に、業務を事業所に委託するもので

す。 

 以上です。 

地域整備課長  はい、議長。 

村岸議長  山田地域整備課長。 

地域整備課長  続きまして、私の方から１９ページの目１道路維持費、節１８負担金、補助金

の２,８８２万７,０００円の県道ラウンドアバウト事業負担金はこの額でよい

のかという質疑につきまして、今、滋賀県湖東土木が、この工事につきまして１

億３,３５１万８,０００円の契約を結んでおります。そのうちの豊郷町分がこ

の額になっております。工事につきましては、今、着実に進んでいるんですけど

も、工事はどうしても増減がありますので、変更の増減があった場合はこの負担

額も変わってくるということでございます。 

 以上です。 

教育次長  はい、議長。 

村岸議長  西山教育次長。 

教育次長  それでは、今村議員のご質疑にお答えいたします。 

 議第３６号の２１ページ、豊栄のさと施設費の工事請負費１,０００万の概要

ということですが、豊栄のさとの正面玄関の波石を今回、透水性の舗装工事にや

り替える予定をしております。 

 続きまして、２２ページの保健体育費の委託料１１８万４,０００円の内訳と

いうことですが、こちらにつきましては、ドリームバスが前年度末をもって廃止

になりましたので、ドリームバスを利用してアザックとよさとさんが健康事業

の方をやっていただいていたんですけども、その分がなくなりましたので、その

部分、バス代として１１８万４,０００円を委託としてお支払いする予定をして

おります。 

 以上です。 

医療保険課長  はい、議長。 

村岸議長  小西医療保険課長。 

医療保険課長  今村議員のご質疑にお答えさせていただきます。 

 議第３７号令和７年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）で

ございます。本補正予算につきましては、令和７年度当初予算におきましては、

保険給付費ならびに納付金につきましては、県が示しております仮係数の結果
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により計上しておりましたが、今回確定係数に基づきまして再計算し、その結果

に基づきまして補正の方を計上させていただいております。 

 続きまして、６ページの保険給付費、療養諸費、療養給付費ならびに７ページ、

高額療養費支払事業負担金等につきましては、県の確定係数に基づきまして、計

数の方を上げさせていただいております。仮係数ならびに本算定におきまして、

被保険者数の減少が見込まれ、かつ１人当たりの医療費の増減につきましては、

高くなるという試算の下、医療費の推計が行われております。これにおきまして、

当町におきましても、一般給付費に係るもの、高額療養費に係るものの割合に応

じまして、今回補正計数を上げさせていただいているところでございます。 

 歳入におきまして、保険給付費等の交付金、普通交付金の５ ,７００

万６,０００円の減におきましても、医療給付費の減が見込まれます関係で、減

の方になっております。 

 引き続きまして、議第３８号令和７年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予

算（第１号）でございます。７ページでございます。介護認定審査会費の介護認

定訪問調査員報償費１１７万円の増額でございます。こちらにつきましては、会

計年度任用職員で任用しておりました介護認定調査員の退職に伴いまして、令

和７年４月からにおきましては、委託契約をしました認定調査員の方を任用し

ております。その関係で、補正予算の方を上げさせていただいております。 

 続きまして、８ページでございます。地域密着型介護予防サービス給付費の負

担金３１０万８,０００円でございます。こちらにつきましては、要支援者の方

がグループホームかがやきの方に１人入所されました関係で、給付見込額の方

を上げさせていただいております。 

 以上でございます。 

村岸議長  ほかに質疑はありませんか。 

鈴木議員  議長。 

村岸議長  １０番、鈴木議員。 

鈴木議員  人件費全般についてですけど、先ほど総務課長から答弁がありました。確認も

含めてなんですけど、２４ページと２５ページですが、一般職が１人増えている

んですが、会計年度任用職員は２人減っているんです。減になっている。先ほど

の答弁では、会計年度任用職員も一般職員も減になっているように。そうではな

かった。ちょっと確認、これは確認だけです。 

 それと、一般職のところ、個々は別にいたしまして、一覧表で見ると、職員が１

人増えているんですけど、給料が減になっているんです。それで、共済費はプラ

スになっている。私の経験からいくと、人が増えて給料が増えたら、共済費が増
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えるのは増えてくるんですけど、職員が１人増えたんですけど、給料は減ってい

ると。一番上のところが共済費は増えているんです。この関係が説明をお願いで

きたらと思うんです。 

村岸議長  清水総務課長。 

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、鈴木議員のご質疑にお答えをさせていただきます。 

 先ほど申し上げた職員が減っているの部分につきましては、１２ページの総

務費の一般管理費の話でございまして、今年４月から総務課１名減になるとい

う、総務課としては１名減になっていますので、そこが減りましたという意味で

ございますのでということでございます。 

 また、２４ページのところ、総括表につきまして、補正前が８７人で補正

後８８人と、１名増えているという中で、給料が減り、反面共済費が増えている

という、確かに議員のご指摘のとおり、なかなか珍しい現象ではあるなと私も思

います。詳しくそこまでの数字を今持ち合わせておりませんので、また調べさせ

ていただいて、また後日予算決算委員会ででもご説明させていただきたいと思

います。 

 以上です。 

村岸議長  ほかに質疑はありませんか。 

西澤議員  はい。 

村岸議長  ９番、西澤議員。 

西澤議員  １点、総務課長にお聞きしたいと思うんですけども、前回、全協のときやった、

バスの関係の説明があったと思うんやけども、今回、老人クラブとか、あと今、

教育次長から説明のあった教育委員会、あと、私の知る範囲では江州音頭とか、

そういうのを聞いているんですけども、それは今年度７年度の補正予算に入っ

ているんですけども、ほかの団体からもそういう要望はあったんですか。今、聞

いている話では、要望をしたところには予算づけをされていますけども、なかっ

たところは分かったので分からんでいいけども、ちょっと聞く話ではほかの団

体さんからも要望を出したということもお聞きしているので、その点について、

もしあれば。私ちょっとはっきりそれは、第三者から聞いたことですので、この

議会の中で確認した上でもう一遍お聞きしたいと思うんですけども、どうでご

ざいますか。 

総務課長兼 

企画振興課長  はい。 

村岸議長  清水総務課長。 
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総務課長兼 

企画振興課長  それでは、西澤議員のご質疑にお答えをさせていただきます。 

 今回の補正予算につきましては、１５ページのところで老人クラブ連合会活

動助成補助金という部分と、それから２１ページの社会教育総務費の委託料の

文化教養振興事業委託費、また２２ページの保健体育総務費の委託料と補助金

と、その辺で今回バスの分を見させていただいております。これにつきましては、

各課に、所管している関連団体等でバスが廃止になったことでお困りがあるよ

うなら、今回６月補正で予算措置するので、各団体さんと十分に協議をしてくだ

さいということを申し上げまして、させていただきました。それ以外の部分でと

いうことですけども、特に私どもの方は一応今まで聞いたところは全て見れて

いるのではないかなというふうに思っております。区長会等でもそういうご意

見も頂きませんでしたし、全て見れているんかなと思っております。また、もし

そういうところがございましたらご相談いただけたら、また検討させていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

西澤議員  はい、再質問。 

村岸議長  ９番、西澤議員。 

西澤議員  そうすると、６月補正はこれと。今後、そういう団体等が要望あった場合は、９

月補正で対応されるような感じの、私はそのように取ったんですけども、もし要

望があるなら。そうすると、今年度の予算でバスを全くやめよとなったときに、

今まで利用しておられた団体等については、そのような報告等は、４月１日にさ

れたのか、３月にされたのか分からんけども、その報告等はされたんですか。お

聞きしたいと思います。 

村岸議長  清水総務課長。 

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、西澤議員の再質疑にお答えをさせていただきます。 

 関連する団体さんにつきましては、担当課経由で説明等をしていただいてお

りますし、各字、区長さんに対しては総務課の方から、今年度いっぱいでバスが

廃止になりますというようなことは文書で通知をさせていただいております。 

 以上です。 

村岸議長  ほかに質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第３６号令和７年度豊

郷町一般会計補正予算（第１号）を予算決算常任委員会に、議第３７号令和７年
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度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）及び議第３８号令和７年

度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）を文教民生常任委員会に、議

第３９号令和７年度豊郷町水道事業会計補正予算（第１号）及び議第４０号令

和７年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第１号）を総務産業建設常任委員会に

付託いたしたいと思います。これにご異議はありませんか。 

議  員  異議なし。 

村岸議長  異議なしと認めます。よって、議第３６号を予算決算常任委員会に、議第３７

号、議第３８号を文教民生常任委員会に、議第３９号、議第４０号を総務産業建

設常任委員会に付託することに決しました。ご審議のほどよろしくお願いいた

します。 

 日程第２１、発議第５号豊郷町議会委員会条例の一部を改正する条例案を議

題といたします。 

 議会運営委員会中島委員長、提案理由の説明を求めます。 

中島議会 

運営委員長  はい、議長。 

村岸議長  中島委員長。 

中島議会 

運営委員長  それでは、豊郷町議会委員会条例の一部を改正する条例案の提案説明をいた

します。 

 令和５年の地方自治法の一部改正に伴い、議会に関わる手続についてオンラ

インによることを可能とする観点及び現在の社会情勢などに照らし、所要の整

備を行うため、豊郷町議会委員会条例の一部を改正するものです。 

 詳細については、改正文のとおりでありますが、今回の改正概要は、これまで

書面での提出としていたものをオンライン手続の対象とするため、条文の

第２２条に規定されている意見を述べようとする者の申出に第２項を新設し、

第２６条に規定されている代理人または文書等による意見の陳述を一部改正し、

第２７条に規定されている記録に第３項を新設して、電子情報処理組織を使用

する方法を加えるものです。 

 あわせて、平成１８年に施行されました地方自治法の一部改正に伴う委員会

条例の改正時に、一部未改正があり、平成１８年に改正された地方自治法の一部

改正のとおり、標準町村議会委員会条例の整合性を図ることとし、改正を行うも

のです。 

 以上で提案説明を終了します。 

村岸議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 
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議  員  なし。 

村岸議長  ないようでありますから、これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

議  員  なし。 

村岸議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより、発議第５号豊郷町議会委員会条例の一部を改正する条例案を採決

いたします。 

 賛成の諸君は起立を願います。 

議  員  （起立、全員） 

村岸議長  全員起立であります。よって、発議第５号は原案のとおり可決されました。 

 以上をもって、本日の日程は全て議了いたしました。 

 本定例会会期中の日程は、お手元に配付の日程表により審議されるようよろ

しく願いいたします。 

 本日はこれをもって散会いたします。ご苦労さまでした。 

（午前１０時５０分 散会） 
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会議の経過を記載して、その相違ないことを証する為、ここに署名する。 
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